
ライオンズの現勢 
 

 

 

世界のライオンズ（２００７年１１月末日現在） 

 

ライオンズ国および領域 ２０１ 

クラブ数 ４４，３８９クラブ 

会員数 １，２９３，１９４名 

 

 

日本のライオンズ（２００７年１１月末日現在） 

 

< ３３０ー３３７地区 > 

クラブ数 3,373 クラブ （期首 2007/07/01 クラブ数 3,386 クラブ 13 クラブ減） 

会員数 116,182 名   （期首 2007/07/01 会員数   114,727名   1,455 名増）   

 

 

< ３３０複合地区 > 

 クラブ数 会員数     

３３０－Ａ地区 205 5,383 名 （期首 204クラブ 5,249名 134 増） 2008 年 1 月末現在 

３３０－Ｂ地区 192 5,526 名 （期首 191クラブ 5,497名 29 増） 2008 年 1 月末現在 

３３０－Ｃ地区 104 2,861 名 （期首 104クラブ 2,855名  6 増） 2008 年 1 月末現在 

計 501 13,770 名     

 

 

< ３３０－Ａ地区内ライオネス・クラブ > （2008 年 3 月現在） 

クラブ数 2 クラブ 

会員数 32 名   

 

 

< ３３０－Ａ地区内レオ・クラブ >    （2008 年 3 月現在） 

クラブ数 3 クラブ 

会員数 53 名   
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キャビネット会議

第４回 ２００８年６月１８日（水） 会議 15：00－
＝東京プリンスホテル 懇親会

        ※元ガバナー・キャビネット構成員・委員会副委員長・委員・複合地区役員

国際大会

第９１回

２００８年　６月２３～２７日 ＝タイ、バンコク

第９２回
２００９年　７月６日～１０日 ＝ミネソタ州、ミネアポリス

第９３回
２０１０年　６月２８日～７月２日 ＝オーストラリア、シドニー

第９４回
２０１１年７月４日～８日 ＝ワシントン州、シアトル

OSEALフォーラム

第47回OSEALフォーラム
２００８年１２月４日～7日 ＝香港（303）

第４８回OSEALフォーラム
２００９年 ＝タイ（MD310）

年次大会

A 地 区 （第５４回） ２００８年　４月１９日（土）東京プリンスホテル

B 地 区 （第５４回） ２００８年　４月　６日（日）神奈川県民ホール　　

C 地 区 （第５４回） ２００８年　４月１３日（日）川越市民会館　　

複 合 地 区 （第５４回） ２００８年　５月１１日（日）横浜ロイヤルパークホテルホテル

視力障害者の視力障害者による視力障害者のためのコンサ－ト
2008年4月15日 　日比谷公会堂

次期三役セミナー
2008年6月3日

各種主要行事日程表
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2008/3/12

R Z クラブ名 開催場所

3 月 19 日 (水） 9 1 東京大井LC 式典 17:00 グランドプリンスホテル高輪

祝宴 港区高輪3-13-1

3 月 21 日 (金） 2 2 東京尾張町LC 式典 16:40 京王プラザホテル　5F

祝宴 17:40

3 月 22 日 （土） 8 1 東京目白LC 式典 17:00 ホテルメトロポリタン池袋

祝宴 19:00 豊島区西池袋1-6-1

3 月 27 日 （木） 7 3 東京練馬LC 式典 18:00 椿山荘（オリオン）

祝宴 18:55

4 月 3 日 （木） 3 1 東京芝LC 式典 18:00 パレスホテル

祝宴

4 月 5 月 （土） 1 3 東京葵LC 式典 10:00-11:30 千鳥が淵

祝宴 12:00-14:00 パレスホテル

5 月 10 日 （土） 7 1 東京荒川LC 式典 17:00-17:45 上野精養軒

祝宴 18:00

5 月 17 日 （土） 13 2 清瀬ＬＣ 式典 14:00-16:30 ザ・クレストホテル立川

祝宴 16:30 立川市錦町1-12-1

5 月 25 日 （日） 8 2 東京セイシンLC 式典 詳細未定 新宿文化センター（大ホール）

祝宴 東京都新宿区新宿6-14-1

5 月 30 日 （金） 7 2 東京けやきLC 式典 6：30予定 ホテルメトロポリタン池袋

祝宴 7：50予定 豊島区西池袋1-6-1

2007～2008年度　チャーターナイト・周年行事

CN 40 周年

日付 その他時　間

10 周年

結成 15 周年

CN

結成

30 周年

結成 45 周年

周年

CN

40 周年

CN 45

CN 50 周年

CN 35 周年

CN 35 周年

２００８年
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(2007－2008 年度) 

第 6 回複合地区ガバナー協議会議長連絡会議要録 

◎ 日 時： 2008 年 1 月 18 日 (金 ) 13：00-16：00 

◎ 会 場： パレスビルディング 3階 3-A 会議室（東京都） 

◎ 出席者： 330 複合地区協議会議長 古 郡 保 郎  

331 複合地区協議会議長 秋 庭 一 富  

332 複合地区協議会議長 松 田 則 保  

333 複合地区協議会議長 林   護  

334 複合地区協議会議長 曽 我 一 義  

335 複合地区協議会議長 小 林  登  

336 複合地区協議会議長 加 計 邦 夫  

337 複合地区協議会議長 不 老 安 正  

（2006-2008）国際理事 谷 野  徹   

（2007-2009）国際理事 後 藤 隆 一   

（2007-2009）国際理事 重 松 良 次 〔欠席〕 

（2007-2008）国際理事会アポインティ 

元国際理事 福 井 正 憲  

議長協議に先立って古郡世話人より挨拶あり。なお重松理事は所用により欠席された。 

◎ 議 事： 

【第Ⅰ部 議長協議】 

1. 国際第 2副会長立候補者の件 

MD335 小林議長から、昨年末にMD334 と MD335 が話し合い、第 2 副会長候補者

の一本化を図ったとの報告あり。 

2. 第 47 回 OSEAL フォーラム（香港）第 1回ステアリング委員会 

2008年 3月 8日（土）16：30-18：30、香港のリーガル・エアポートホテルで行われる。

香港から会議案内が発送されており、出席予定の議長はフライト情報を 1 月末まで

に連絡事務所に通知する。日本からの出席者のフライト情報を取りまとめ、香港のク

リストファー・シン フォーラム委員長に知らせる。 

3. 家族会員会費（MD332 提案） 

複合地区または地区会費に含まれている「日本ライオンズ連絡事務所費」360 円（一

人当たり月 30 円×12 ヶ月）の家族会員負担について、MD332 松田議長より提案説

明あり。各議長にMDの家族会員対応や現況を報告してもらったところ、MDや準地

区によって対応がかなり違うことがわかった。家族会員が将来どの程度増えるか見

通しが立っていないので、連絡事務所費免除の有無は期限を決めて対応してはどう

かとの意見あり。 
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【第Ⅱ部 国際理事・アポインティとの懇談】 

第Ⅱ部の議事に先立ち、谷野国際理事、後藤国際理事、福井アポインティから挨拶あり。 

4. 講師育成研究会（Faculty Development Institute 略称 FDI） 

後藤国際理事から、国際本部主催で行われる講師育成研究会が2008年 3月28日

（金）～31日（月）千葉市で行われる予定との説明あり。日本語、英語、中国語、韓国

語のグループに分かれてセミナーを行い、全体で約 40 名が出席する。出席予定者

への案内は、後藤国際理事から直接連絡済みである。 

5. バンコク国際大会「ゾーンチェアパーソン・セミナー」（日本語セミナー） 

2008年 6月 24日（火）9：00－10：30 インパクト・コンベンションセンターで、日本語の

セミナーが予定されている。パレードが同日夕方行われるため集客の問題があるが、

現・次期ゾーンチェアパーソンのみならず多くの会員の出席を要請する。 

6. MMR/WMMR（月例会員報告）の提出期限 

国際本部のホームページ（英語版）に、4 月より月例会員報告の提出期限が早まると

の告知が出ている。日本および韓国については混乱が予想されるため、3 月の国際

理事会で再検討するよう日本の国際理事から申し入れをする予定とのお話あり。 

7. 国際会長アワード（リーダーシップ・メダル、会長感謝状） 

2007 年 12 月の国際会長公式訪問時に、8 議長および 34 地区ガバナーへ国際会

長賞メダルが授与された。ついては他の 2 つのアワードも、前年度のとおりの数を日

本に送ってほしいとの8議長からの要望を、3国際理事名でアマラスリヤ国際会長宛

に書簡を送る。要望する数は、リーダーシップ・メダル 68個（1準地区に 2個）と会長

感謝状 510 枚（1 準地区に 15 枚）とする。※リーダーシップ・メダルの推薦リストを各議長から

連絡事務所気付で国際理事宛に 2月 25 日までに提出する。1 準地区 2名とし、優先順位を振る。 

8. 各委員長種連絡会議・委員会報告 

（1） 第 1 回複合地区ライオンズクエスト委員長連絡会議（12 月 3 日） 

（2） 複合地区国際大会委員長連絡会議小委員会（12 月 13 日） 

（3） ライオン誌日本語版委員会（第 5回会議 12 月 7 日、第 6回会議 1月 11 日） 

上記会議要録・報告書が提出された。古郡世話人より、ライオンズクエスト・プログラ

ム講師養成の問題や第 2 回目会議開催の要望が伝えられた。バンコク国際大会の

ジャパン・レセプション（次第、服装、招待者など）については、国際大会委員長連絡

会議に一任する。 

8. その他 

【第Ⅰ部 議長協議】 

(1) 国際理事ローテーションのE（東）割当部分について、Eの4議長が話し合った。 

(2) 2012 年（第 51 回）OSEAL フォーラム開催に立候補している 3都市（札幌市、広
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島市、福岡市）については、次回（第 7回）会議で決定することを申し合わせた。8議

長による投票（同数の場合は再投票）とする。 

(3) MD333 林議長から、中越沖地震義援金収支一覧表を基に中間報告あり。 

【第Ⅱ部 国際理事・アポインティとの懇談】 

(4) MD330 古郡議長から 2007 年 12 月のスリランカ洪水災害（北東部・中部）につい

て発言あり。それを受けて、2007 年 11 月のバングラデシュ・サイクロン災害（南西部）

についても他の議長から言及あり。各 MDで海外の自然災害被災者への支援につい

て検討していただくことにする。※上記 2 つの自然災害と救援については、独立行政法人 国際

協力機構（JICA）のホームページ http://www.jica.go.jpに掲載あり。 

9. 次回（第 7 回）会議 

2008 年 2 月 29 日(金)13：00-16：00、日本ライオンズ連絡事務所で会議を行い、2012

年 OSEAL フォーラム開催都市を決定する。 

 

以上 
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(2007－2008 年度) 

第 7 回複合地区ガバナー協議会議長連絡会議要録 

◎ 日 時： 2008 年 2 月 29 日 (金 ) 13：00-16：00 

◎ 会 場： パレスビルディング 3 階 3-A 会議室（東京都） 

◎ 出席者： 330 複合地区協議会議長 古 郡 保 郎  

331 複合地区協議会議長 秋 庭 一 富  

332 複合地区協議会議長 松 田 則 保  

333 複合地区協議会議長 林   護  

334 複合地区協議会議長 曽 我 一 義  

335 複合地区協議会議長 小 林  登  

336 複合地区協議会議長 加 計 邦 夫  

337 複合地区協議会議長 不 老 安 正  

（2006-2008）国際理事 谷 野  徹   

（2007-2009）国際理事 後 藤 隆 一   

（2007-2009）国際理事 重 松 良 次  

（2007-2008）国際理事会アポインティ 

元国際理事 福 井 正 憲  

〔議事 1 のみ出席〕 

第 91 回バンコク国際大会ホスト委員会 

委員長（元国際会長） Kajit Habanananda 

副委員長（元国際理事） Somsakdi Lovisuth 

複合地区国際大会委員長連絡会議 

世話人 菅 原 雅 雄  

〔議事 8 のみ出席〕 

日本ライオンズ連絡事務所管理委員会 

委員長 廣 瀬 恒 彦  

バンコク国際大会ホスト委員会の 2 人を歓迎するため、昼食会を会議前に開いた。 

◎ 議 事： 

1. 第 91 回バンコク国際大会ホスト委員会の PR 

ハバナナンダ委員長からの挨拶の後、DVD を映写してバンコク国際大会のプレゼン

テーションが行われた。大会のロゴマークには、タイのシンボルである象を頭にし、体

にはライオンを合体した架空の動物が使われている。大会情報は次のとおり。 

①オンラインで最新の大会情報が入手できる案内拠点を、代議員のホテルや大会

会場の各所に設ける。 

②（大会式典は）5 言語対応とし、日本語の同時通訳の用意あり。 

③タイ市内の渋滞を避けるため、代議員のホテルと大会会場を直接往復するシャト
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ル・バスを運行する。日本の代議員用バスには、日本語が出来る添乗員が同乗す

る。 

④パレード・ルートが当初設定されていた王宮の近くからバンコク市内に場所を移し、

チュラロンコン大学スタジアムを起点に北上、ナショナル・スタジアムを終了地点とす

るコース（約 2ｋｍ）に変更される。 

⑤ゾーンチェアパーソンのセミナー（日本語）を開くことができるよう、約500人収容の

会場を用意する予定である。 

なお、バンコク国際大会への参加人数を把握するため、各複合地区から参加者情

報を連絡事務所に送ってもらうことにしているとの菅原国際大会世話人の報告あり。 

2. 国際本部（LCI）関連： 

(1) リーダーシップ部主催の講師育成研究会（FDI）は、2008 年 3 月 28 日（金）～31

日（月）まで千葉県の成田ビューホテルで行われる。講師育成研究会を受講された

会員は、地域のリーダーシップ育成に貢献することが求められる。 

(2) 月例会員報告書（MMR/WMMR）の提出日が、4 月分から早められる。紙による

報告は当月分を当月 20 日までに、オンラインは当月末までに早まるので、混乱が予

想される。変更の詳細は日本語のホームページにも掲載される。 

3. （2012 年)第 51 回 OSEAL フォーラムのホスト候補地 

第 6 回会議で申し合わせた 2012 年第 51 回 OSEAL フォーラムの開催都市選定に

ついて、各国際理事から感想や意見が述べられた。再度議長に確認し、無記名によ

る議長だけの投票を行って開票したところ、福岡市が過半数を得票した。 

4. 「環境憲章」について（MD330 提案） 

MD330 古郡議長から、他の複合地区でも次の環境憲章を取り上げて欲しいとの要

望あり。 

 

 

 

 

 

 

 

5. プール旅費 MD 負担（MD330 提案） 

MD330 古郡議長から、8MD が均等に負担している各種連絡会議出席者のプール

旅費を、日本ライオンズ連絡事務所の予算に計上することが提案された。MD の会

員数に応じた負担とすべきであるとの説明あり。次年度予算案を（連絡事務所管理

委員会で）作成し、検討する。 

ライオンズクラブ国際協会 330 複合地区 

環境憲章 

ライオンズクラブ国際協会 330 複合地区は、われわれの子孫への健全な未来を継続

するよう、ライオンズクラブの奉仕の方針に則り、各地区、各クラブ、手をつなぎ地球温暖

化防止の為 環境保全活動を推進するものとする。 
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6. 家族会員会費（MD332 提案） 

日本ライオンズ連絡事務所費は、複合地区会則に基づき会員の区別なく一人当た

り月 30 円が請求されるという、第 3 回管理委員会会議（2/7）の決定内容を確認した。

各議長から、MD における家族会員の会費割引（優待）状況が報告された。 

7. 国際会長アワード（リーダーシップ・メダル、会長感謝状） 

国際理事からアマラスリヤ国際会長に書簡を送ったところ、リーダーシップ・メダル 34

個と会長感謝状 510 枚が承認されて、日本に贈呈された。国際理事宛に届いたこの

メダルと感謝状は、議長の指示に従って MD 一括または地区別に連絡事務所から

発送する。※3 月 5 日にヤマト宅急便で発送完了済み。なお今年度は、アマラスリヤ国際会長

の方針で、エクステンションや会員増強の成績により、（今回の分とは別途に）各地区ガバナーが

直接、国際会長宛にアワードを申請することができる。 

8. 各委員長種連絡会議・委員会報告 

（1） 第 4 回複合地区国際大会委員長連絡会議（1 月 22 日） 

（2） 第 7 回ライオン誌日本語版委員会(2 月 6 日) 

（3） 第 3 回日本ライオンズ連絡事務所管理委員会（2 月 7 日） 

（4） 第 3 回複合地区会則委員長連絡会議（2 月 26 日） 

上記会議要録・報告書が提出された。廣瀬管理委員長より、日本ライオンズ連絡事

務所の移転について報告あり。帝国ホテルや東京駅周辺の物件を含めた移転案件

の感想や意見が、議長や国際理事から出された。 

9. その他 

(1) 「角膜移植開始 50 周年 献眼推進特別活動」に対する協力名義使用の許可に

ついての、財団法人日本アイバンク協会の所
ところ

 敬
たかし

理事長書簡（平成 20 年 2 月 22

日付）が配られた。角膜移植開始 50 周年（平成 19 年）及び「角膜移植に関する法律

（昭和 33 年法律第 64 号）その後「角膜及び腎臓の移植に関する法律」を経て「臓器

の移植に関する法律」に改正の制定 50 周年を契機とし、献眼及びアイバンク事業へ

の理解を深める活動に協力するという趣旨を理解し、ライオンズクラブの名義使用を

了承する。 

(2) 2007 年 12 月のアマラスリヤ国際会長公式訪問の収支が、MD333 林議長と

MD335 小林議長からそれぞれ報告された。 

10. 次回（第 8 回）会議 

2008 年 4 月 9 日(水)13：00-16：00、日本ライオンズ連絡事務所で行う。 

 

以上 
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(2007-2008 年度) 

第 3 回複合地区会則委員長連絡会議要録 

◎日 時： 2008 年 2 月 26 日(火) 13：30－16：30 

◎場 所： 日本ライオンズ連絡事務所(東京都) 

◎出 席 者： 

330 複合地区会則委員長 久 津 間  康 允  

331 複合地区会則委員長 小 野 善 男  

332 複合地区会則委員長 高 橋 義 太 郎  

333 複合地区会則委員長 金 子 長 次  

334 複合地区会則委員長 高 岸 和 男  

335 複合地区会則委員長 其 浦 宏 次  

336 複合地区会則委員長 安 井 昭 雄  

337 複合地区会則委員長 杉 田 貞 治  

国際理事（2006-2008） 谷 野  徹  

国際理事（2007-2009） 後 藤 隆 一  

国際理事（2007-2009） 重 松 良 次  

335 複合地区協議会議長 小 林  登  

議事に先立ち､高橋世話人から小林 MD335 議長の紹介あり。 

◎議 事： 

1. 第 2 回会議要録の確認 

11 月 28 日に行われた第 2 回会議要録の内容を確認し、ＭＤ331 小野委員長が署

名された。第 3 回会議要録署名人は MD333 金子委員長にお願いする。 

2. 2008-2009 ライオンズクラブ役員必携の改訂 

(1) 表紙の色は黄緑とする。※大日本インキ化学㈱カラー見本 DCI170。 

(2) 主な改訂事項を確認し、別紙のとおりとする。※YE および IT に関する部分は、委員

長連絡会議に確認を依頼しており、YE プログラムの日本語名称は従来のままで印刷する。 

(3) 歴代地区ガバナー（表）のうち、ご逝去または退会されている元地区ガバナーの

情報を各 MD 事務局から連絡事務所へ送る。 

(4) 2008 年 2 月 14 日付けマーズ太平洋アジア課長書簡のコピーが配られ、月例会

員報告書（MMR/WMMR）の提出締切日が、2008 年 4 月分から変更されるとの通知

を確認した。役員必携掲載部分の修正については、IT 委員長連絡会議に一任する。

※4 月分からの提出日はインターネット上のオンライン報告は当月分を当月末までに、紙による

報告(郵送)は当月分を当月 20 日必着で報告することになる。 
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 ２

3. 2008-2009 ライオンズクラブ役員必携の注文と発送 

2 月 26 日付け各地区ガバナー宛注文依頼文書を確認し、文書の発送を了承する。

3 月 21 日（金）必着で各地区からの注文書をとりまとめ、印刷部数を決定する。5 月

上旬発行、製本完了の後各地区キャビネット事務局またはセミナー会場へ一括発送

する。 

4. 配偶者(家族)会員 

2007 年 12 月 10 日付け松田毅ライオン誌日本語版委員委員長書簡のコピーが配ら

れ、家族会員へのライオン誌発送は登録世帯に 1 冊のみとしており、（子会員への）

ライオン誌特別負担金は 2007 年 1 月分に遡って請求していないことを確認した。ま

た各 MD の家族会員会費対応についは、女性のみで結成されたクラブが多い地区

では、家族で同一クラブに所属しなければ家族会員に認められないことへの苦情が

報告された。会費割引（優待）の家族会員を他の正会員と同等に扱うことの問題点な

どについて意見交換した。 

5. ライオンズ必携第 48 版の改訂 

第 2 回会議に引き続き、「彼こそライオンと呼ばるる人」の翻訳を検討した。いくつか

候補の言葉が提案されたが、「彼」の言葉は方向（第三者）を意味しているものと解

釈すれば他の言葉に置き換える必要はないとの意見もあり、今年度は翻訳を見直さ

ないことに決めた。従ってライオンズ必携第 48 版には現行のものを掲載する。 

6. 国際第 2 副会長立候補者推薦手続規則 

(1) MD335 小林議長からの推薦手続規則に関する問い合わせに対し、高橋会則世

話人からの回答文書（2008 年 1 月 31 日付け）コピーが配られた。 

(2) MD335 小林議長名による「国際第 2 副会長立候補者推薦手続規則変更案」そ

の他要望についての書類が配られ、小林議長から説明あり。現行の規則では、投票

に付される国際大会と同一年度に選挙管理委員会を設置し、立候補が一人でも投

票し過半数を得なければ全日本の推薦が得られないが、これでは世界に PR する時

間的余裕がないので、（国際大会の）前年度に選挙管理委員会を設置とすべきであ

り、従って立候補の届出は、前年度からその 1 年前の前々年度に繰り下げる案。 

(3) 会議出席者が個人的見解を述べた後、変更案を検討した。国際理事立候補者

推薦手続規則とは別個に第 2 副会長の規則を設けた経緯を考慮し、早急に変更を

加えるべきではないとの意見が大勢を占めた。また、選挙管理委員の兼任について

は、各MDガバナー協議会任命によるものであり、当会則委員会では取り扱わない。 

7. 次回(第 4 回)会議 

2008 年 5 月 20 日(火) 14:00－17:00､日本ライオンズ連絡事務所で会議を行い、ライ

オンズ必携第 48 版について検討する。会議後に懇親会を開く。 
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2008-2009 ライオンズクラブ役員必携改訂原稿 

扉 国際協会のビジョン声明文を挿入し、協会の使命声明文を改める。 

協 会 の ビ ジ ョ ン 声 明 文  

“To be the global leader in community and humanitarian service. ” 

（地域社会と人道奉仕におけるグローバルリーダーを目指す） 

（2007-2008 年度国際理事会採択） 

協 会 の 使 命 声 明 文  

“To empower volunteers to serve their communities, meet humanitarian needs, 

encourage peace and promote international understanding through Lions clubs.” 

（ライオンズクラブを通じて、ボランティアに社会奉仕の手段を与え、 

人道的ニーズを満たし、平和と国際理解を育む） 

（2007-2008 年度国際理事会改正） 

P. 9 （7） YE プログラム Youth Exchange Program → Youth Camps & Exchange Program  

英語名およびシンボルマークの改訂 

 
 
P. 15-16 世界のライオンズ分布図 ライオン誌日本語版 2007 年 12 月号掲載のものを一部修正する。 

 
アメリカ及びその周辺 A→Ⅰ カナダ B→Ⅱ メキシコ・中南米・カリブ海 C→Ⅲ 

ヨーロッパ D→Ⅳ 東洋・東南アジア F→Ⅴ インド・南アジア・アフリカ・中東 E→Ⅵ 
太平洋及びその周辺 G→Ⅶ 

  注：国際理事会方針書第 10 章エクステンションの L.会則地域に基づく表記に改める。 

第 3 回会則会議要録別紙
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P. 38 14. ライオンズ・マークについて (3) 名称とマークに関する国際理事会方針を 2007 年 7 月 1 日改訂の 

     「ライオンズクラブ国際協会の商標に関する方針」に全面的に差し替える。 

 

P. 47 4 行目を次のとおり修正する。 

〔注〕地区ガバナーおよび副地区ガバナー選出に関する手続きは単一または複合地区会則で決定する

ことができるが、国際協会会則で規定されている以外の資格を加えてはならない。 

 

    7. 副地区ガバナーの項を次のとおり修正する。 

1991 年国際会則改正により「副地区ガバナーとして、1994 年 7 月 1 日までに選出しなければならな

い」ことになり、以後、毎年地区大会で選出されている。なお 2003 年国際会則改正により、副地区ガバ

ナーの選挙は地区ガバナーと同様に、無記名投票で過半数を獲得しなければならない。 

また 2006-2007 年度国際理事会決議により、二人目の副地区ガバナーの任意設置が可能とな

っている。つまり、国際副会長職と同様に、第 1 副地区ガバナー、第 2 副地区ガバナーを地区大会

で選出することができる。ただし、国際本部へ報告するのは、第 1 副地区ガバナーのみとなる。 

副地区ガバナー候補者の資格は、国際付則第 3 条 9 項(b)(3)に、また死亡その他の理由で空席とな

った場合の補充は、同 3 条 9 項(ｃ)、複合地区会則第 15 条 2(j)、(K)に規定されている。 

副地区ガバナーは、地区ガバナーの監督と指示のもとに、地区ガバナーの首席補佐役を務める。ま

た、地区ガバナーに空席が生じた場合、その任務および責任を果たすことができるよう、地区ガバナーの

任務に精通しておくことになっている。 

 

P. 93 ライオンズの順位を 2007 年 9 月ニューデリー国際理事会で改訂されたものにする。 

1. 国際会長 

2. 前国際会長 

3. 国際副会長（地位の順） 

4. 国際理事 

（国際理事会アポインティ） 

5. 元国際会長 

6. 元国際理事 

7. ＣＳＦⅡナショナル・コーディネーター 

8. 複合地区協議会議長 

9. 地区ガバナー 

（チーム 20K コーディネーター、CSFⅡセクター、地区、グループの各コーディネーター） 

10. 協会事務総長 

～ 中略 ～ 

30. 複合地区会計(職員) 

 
P. 110 ステータスクオ・クラブ（活動停止クラブ）への働きかけおよびクラブ解散を 2007 年 7 月より有効となっ

ているものに更新する。 

1. ステータスクオ 

ステータスクオとは、ライオンズクラブのチャーター、権利、特典、義務の一時的な停止処分である。 
ステータスクオには、一般ステータスクオと非常時ステータスクオの二種類がある。 
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クラブは、90 日を超えて一般ステータスクオの状態にあり続けることはできない。ステータスクオ

処分を受けたクラブは 90 日以内にステータスクオから解除されなければならず、解除されない場合

にはチャーター取り消しとなる可能性がある。  
事務総長は、国際理事会に代わって、ライオンズクラブをステータスクオ処分にする権限、又はステ

ータスクオから解除する権限を有するものとする。  
a. 一般ステータスクオ  

(1) ライオンズクラブは、下記の理由で一般ステータスクオ処分を受ける場合がある。 
(a) 協会の目的に背いたり、クラブ内紛争解決の不成功、訴訟への関与等、ライオンズクラ

ブとして相応しくない行動を取った場合。 
(b) クラブの定例会議を行わない、6ヶ月以上連続して月例会員報告書を提出していない等、

正クラブとしての義務の一つでも履行を怠った場合。 
(c) 地区又は複合地区の会費が未払いである場合。 

(d) 存在しない場合。 
(e) 解散が決定された場合。 
(f) クラブが合併する場合。 

(2) 一般ステータスクオ処分を受けたクラブは、下記を行わなければならない。 
(a) クラブのステータスクオ処分からの解除に向け、ゾーン・チェアパーソンと緊密に協調

する。 
(b) 会合を開いて、クラブの将来及びグッドスタンディング回復の方法について話し合う。 
(c) グッドスタンディング回復への進捗状況をゾーン・チェアパーソンに報告する。 
(d) 地区及び複合地区におけるクラブ口座の未納金を清算する。 
(e) クラブがステータスクオ処分から解除されるよう、新会員を招請する。 
(f) ステータスクオ処分解除の際にクラブ役員を選出する。 

(3) 一般ステータスクオ処分を受けたクラブは、下記を行ってはならない。 
(a) 奉仕活動を行う。 
(b) 資金獲得活動を行う。 
(c) 地区、複合地区又は国際レベルの行事あるいはセミナーに参加する。 
(d) クラブ外で投票する。 
(e) 地区、複合地区、国際役員候補者を承認又は推薦する。 
(f) 月例会員報告書及びその他報告書を提出する。 
(g) ライオンズクラブをスポンサー、又はレオクラブやライオネスクラブを組織する。  

b. 非常時ステータスクオ 
(1)  ライオンズクラブは、ライオンズクラブが活動する国又は地域において下記が発生した時、

非常時ステータスクオ処分を受ける場合がある。 
(a) 戦争又は暴動 
(b) 政情不安 
(c) 天災 
(d) ライオンズクラブが正常に機能することを妨げるその他一切の状況 

(2) 非常時ステータスクオ処分を受けたクラブは、初期の 90 日間に加え、必要であればさらに

180 日間にわたり非常時ステータスクオ処分が適用されるものとする。 
(3) 非常時ステータスクオ処分を受けたクラブは、理事会方針書で規定されたライオンズクラブ

の機能に基づき、通常の活動を行うことができる。但し、下記については免除される。 
(a)  地区、複合地区及び国際会費の支払い 
(b)  月例会員報告書及びその他の報告書の提出 

c. クラブのステータスクオ処分又はステータスクオからの解除勧告 
(1) ステータスクオ処分勧告は、各会計年度の 12 月 31 日までに本部に提出されなければならな

い。 
(2) ステータスクオ処分からの解除勧告は、年度中随時行うことができるものとする。 
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(3) ライオンズクラブのステータスクオ処分勧告、又はステータスクオからの解除勧告には、地

区ガバナーによる署名の他、副地区ガバナー又はゾーン・チェアパーソンが連署しなければ

ならない。地区に属さないクラブの場合には、コーディネーター・ライオンによる署名の他、

暫定ゾーン又はリジョン・チェアパーソン、もしくは該当する会則地域内の現職又は元の国

際理事一名が連署しなければならない。 
d. ステータスクオからの解除 

ステータスクオ処分を受けたクラブがグッドスタンディングを回復するためには、クラブが下記

を行わなければならない。 
(1) 地区及び複合地区におけるクラブ口座の未納金を完納し、その支払いの証明となる領収書の

写しを提出する。 
(2) ステータスクオの解除に必要な最低会員数 10 名を確保する。  
(3) ステータスクオ解除後、修正分の月例会員報告書を提出する。 

e. ステータスクオ・クラブへの援助 
ステータスクオ処分を受けたクラブが自主解散又はチャーター取り消しの事態に至る前に、全力

が尽くされなければならない。 
ステータスクオ・クラブには、下記の手順に従って援助と支援が提供されるものとする。 
(1) クラブがステータスクオ処分を受けた場合、そのクラブが所属するゾーンのゾーン・チェア

パーソン又は担当のコーディネーター・ライオンは、ステータスクオから解除されるよう、

直ちにそのクラブとの協調を開始するものとする。  
ゾーン・チェアパーソンは、できる限り頻繁にステータスクオ・クラブの進捗状況について

地区ガバナーに連絡するものとする。   
(2)  地区ガバナー又はコーディネーター・ライオンは進捗状況を検討し、正当な理由がある場合

には、国際本部に対して書面によりクラブのステータスクオからの解除勧告を行うものとす

る。 
2. クラブの解散 

a. チャーターの取り消しが避けられない場合、ゾーン・チェアパーソンは、地区ガバナーに対して、

チャーターの取り消しを国際本部の地区及びクラブ行政部に勧告するよう助言する。地区に所属

しないクラブについては、コーディネーター・ライオンが必要に応じて解散勧告を行うものとす

る。 
b. 解散予定クラブのリストを国際理事会に提出する前に、クラブをグッドスタンディングに戻すた

めに全力が尽くされなければならないが、非常時ステータスクオの場合を除き、協会はステータ

スクオ期間を 90 日以上とすることはできない。 
c. クラブが自主解散を決定した場合、チャーターの取り消し要請をできる限り速やかに国際理事会

に提出し、承認を得るものとする。 
d. チャーターの取り消しを撤回するには、地区ガバナー又はコーディネーター・ライオンが解散日

以降 3 ヶ月以内に書面によりその旨を申し入れなければならない。 
e. 解散したクラブをグッドスタンディングに戻す手続きはすべて、解散日以降 6ヶ月以内に完了す

るものとする。 
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（2007-2008） 

第４回複合地区国際大会委員長連絡会議要録 
日 時： 2008 年 1 月 23 日（火）13:00-16:00  
場 所： パレスビル 3階会議室 3-A〔東京都〕 
出席者：  

330複合地区国際大会委員長  菅 原 雅 雄 
331複合地区国際大会委員長  竹 内 武 司 
332複合地区国際大会委員長  佐々木 公 穂 
333複合地区国際大会委員長  関 口 延 木  
334複合地区国際大会委員長  松 岡 忠 男 
335複合地区国際大会委員長  川 西 建 雄  
336複合地区国際大会委員長  銭 村 一 雄 
337複合地区国際大会委員長  北 島 建 則  
        

         国 際 理 事       重 松  良 次 
国際理事会アポインティ   福 井  正 憲 

     
議 事：  

Ⅰ. 第 9１回国際大会 【2008 年 6 月 23 日（月）-27 日（金）タイ・バンコク】 

A. 小委員会報告 
昨年末に開催された小委員会要録を元に、菅原世話人から補足説明があり。 

 

（１） パレード・ユニフォーム頒布品 

次の通りの頒布品を決定した。男性のユニフォームは昨年度からの申し送りにより、同

じものを採用。女性のゆかたについては今年度は統一したデザインのものを指定頒布

品とする。例年日本はパレード・コンテストの「ユニフォーム統一美」部門にエントリー

するため、今回は女性のゆかたを揃えることとした。別紙１，２参照。 

追って、頒布品案内文書（カラーデザイン付）を２月上旬までに、各地区キャビネット

宛に送付する。 

【男性】*白のベスト、*帽子がユニフォーム姿 

（シャツ、ズボン、シューズは白系で、自前で用意） 

【女性】 ゆかた（白地にライオンズカラーの紫の波柄模様。）、 

*傘（ピンクと白の渦模様）、 

（帯は自前、なるべく黄色系が望ましい） 

         ・ゆかたの注文について： 特注品となるため、注文締切りが早いので、十分注

意する。 クラブからキャビネットへの申し込み締め切りは３月５日（水）。 

＊印＝ 「ベスト、帽子、傘」の各価格は総注文数によって変動する。 
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（２） 交換ピン 

2008-10 国際理事候補者の地元ＭＤ３３１がデザインの選定を担当した結果、別紙３ 

の通りのピンを採用した。 

【交換ピン】日本と大会開催地バンコクを象徴するデザイン、２ヶ１組で頒布。 

頒布価格は＠￥800 

 

(3) 大会登録と代議員予備登録調査 

    昨年と同様に大会事前登録及び代議員予備登録の人数調査を実施することを申し合

わせた。集計用の書式を各地区キャビネット、ＭＤへ配布し、各レベルでの集計とりまと

めに協力してもらう。また、各地区キャビネット会議において、大会参加を促す「報告」だ

けではなく、「議案」として取り上げてもらえるようにする。 

これに関連して福井アポインティから、次期ブランデル国際会長から「ｿﾞｰﾝﾁｬｴｱﾊﾟｰｿﾝ、

ﾘｼﾞｴﾝﾁｪｱﾊﾟｰｿﾝは代議員として必ず大会出席をするよう」にとの要望があることが伝え

られた。 

    

(4) ガバナーエレクト・コースについて 

昨年実施したアンケートの結果により、コース設定希望者がほぼ全員のため、旅程案と

見積書の提示があり。今後、担当の旅行代理店から各副地区ガバナーあてに渡航に関

する案内を行う。今回のＧＥセミナーはセミナー期間がパタヤで行われ、大会期間はバ

ンコクと２つのホテルを利用することになり、全世界のＧＥの荷物の運搬が大きな問題と

なりそうとの予想がある。日本は独自に万全の体制を取り、遺失物がないよう纏まる。 

  

 B. 大会参加の実務 

   （１）日程（暫定） 

     別紙４の通り。順次情報が入り次第、更新版を通知する。 

（２）日本語セミナー  【6 月 24 日（火）9：00-10：30 ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ】 

 重松国際理事から、日本語による「ゾーンチェアパーソン・セミナー」が開催される旨

発表があり。現・次期のみならず、今後可能性のある会員はぜひ参加するよう呼びか

けてほしいとのこと。パレード開催日の午前中だが、なんとしてでも」 

   （３）代議員会＋ジャパンレセプション【6 月 26 日（木）16:30-18:00 ペニンシュラホテル】 

     設営担当 MD331 から現時点での設営状況の説明があり。最初の３０分は代議員向け

の投票説明を行い、その後にカクテル･レセプション（立食）という構成を予定。 

参加予定人数は７００名前後を目標とし、その他に国際レベルの招待客を検討する。レ

セプション部分は議長連絡会議主催となるので、今後連携を取りながら設営する。 

次回会議までに料理・飲み物等を検討する。登録料は￥7000 の予定であることが、

MD331 竹内委員長から伝えられた。参加登録申込は次回会議に案内予定であるが、 

各ＭＤ内の代議員を中心に広く呼びかける。 

   （４）ＭＤの大会参加状況 

     各公認エージェントからコース内容、参加申込状況、ＭＤや地区晩餐会行事など、 

現時点での参加情報を報告してもらった。大会参加を積極的にＰＲするよう行動して 
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欲しい旨が、菅原世話人から再三伝えられた。 

また、各地区内で公認ツアーコーディネーター以外のツアーがある場合には、その 

コース日程を地区の国際大会委員会に届け出ることを強く要望する。 

 

（５）MD 公認エージェントへの注意事項 

    LCI 発行のＴour Coordinator’s Procedure に則って各種手続きや締切日を遵守するこ

とを確認した。また、各種代表団の行事予約（晩餐会など）はＬＣＩへ申し込み、決定後

に発行される確認書（Function Space Confirmation）を当委員会へ提出後、一般日程

（日本向け）に掲載する形となる。 

     

     

Ⅱ. 次回会議 

    

    【第５回会議】 

  2008年 4月 2日(水) 13：30－16：00 パレスホテル 2階「梅の間」 

              委員長協議は 13時 30分から、MD公認ﾂｱｰｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを
交えての会議は 14時 30分から開催予定。 
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Administrator
テキストボックス
第91回ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ国際大会〔タイ・バンコク〕
パレード女性参加者用ユニフォーム【浴衣】

Administrator
テキストボックス
浴衣：綿100％　　　　　　　白地に
　　　ﾗｲｵﾝｽﾞｶﾗｰ【紫】
　　　の波模様の図柄


Administrator
テキストボックス

Administrator
テキストボックス
株式会社
戸田屋商店製

Administrator
テキストボックス
※ 帯は各自
　自前で用意
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Administrator
テキストボックス
浴衣は別紙デザインの図柄になります。
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日　　　時 行　　　　　　事 開催場所

6月17日（火）ー2２日（日）  2008-2009年度地区ガバナーエレクト・セミナー ロイヤル・クリフ・リゾート･パタヤ

６月23日　（月）
大会サービスセンター開設 Impact

　（月～木　09：00－17：00、金 07：００～１０：００）

１９：００－２２：３０ 地区ガバナーエレクト晩餐会 　Impact

６月24日　（火）
０７：３０－０９：００  会員キー賞朝食会☆ 　Impact
０９：００－１２：００  各種セミナー 　Impact
０９：００－１０：３０ 　ゾーン･チェアパーソンセミナー（日本語） 　Impact

（夜）    ＭＤ３３５主催【ＹＥの集い】 会場未定
１６：００開始  インターナショナル・パレード 集合地未定

６月25日　（水）
０９：００－１２：３０  開 会 式 　Impact
１４：００－１５：００ ”サワディー”バザー 　Impact
１５：００－１６：００ ”サワディー”「インターナショナル・ショー」 　Impact
１６：３０－１８：００ 候補者選挙運動会議 　Impact
１８：００－２１：００ ３３０－A地区晩餐会 　ペニンシュラ・ホテル
１７：３０－２０：３０ ３３０－B地区晩餐会 　ロイヤル・オーキッド・シェラトン
１８：３０－２１：３０ ３３０－C地区晩餐会 　ロイヤル・オーキッド・シェラトン

１９：００－２１：３０ 北海道ナイト（MD331) 　シェラトン・スクムビット（Ballroom1)

６月26日　（木）

１０：００－１２：００
　2日目総会ー基調講演、第二副会長及び国際理事の
　指名

　Impact

１３：３０－１５：３０ 　ＭＪＦ昼食会☆ 　Impact

１４：００－１７：００ 　各種セミナー 　Impact

１６：３０－１８：００
日本ライオンズ代議員会/ジャパンレセプション◎ 　ペニンシュラ・ホテル

（Sakuntala Ballroom）

２０：００－２２：００ 　元国際会長･元国際理事晩餐会☆ 　シャングリラ・ホテル・バンコク

２０：００－２２：００ 　地区ガバナー･元地区ガバナー晩餐会☆ 　シャングリラ・ホテル・バンコク

6月27日　（金）

０７：００－１０：００  投 票 　Impact

０９：３０－１３：００  閉 会 式 　Impact
 ・新国際会長就任式、投票結果の発表
 ・2008-2009年度国際理事会および
 地区ガバナー就任式

[日本の本部ホテル]　

・ペニンシュラ･バンコク･ホテル　　・シェラトン・グランド・スクムビット

・ロイヤル･オーキッド･シェラトン　　・アマリ・ウォーターゲート　　・ソフィテル・セントラルプラザ

◎（6/26）日本ライオンズ代議員会/ジャパンレセプションは事前申込み制で
す。登録料は未定。
詳細が決定次第、各ＭＤ国際大会委員会を通じて参加申込みを募ります。

[日本のＧＥのホテル]　デュシタニ･ホテル（バンコク）

☆印は有料の行事です。

第９１回　バンコク国際大会日程 （1/22現在）
≪2008年6月23日(月）－6月27日（金）　タイ・バンコク≫

（大会登録、代議員資格証明、ピン交換、用品販売、各種展示ブース、言語サービス
インフォメーションセンター、LCIFセンター、ツアー申込みなど）

(略号）　　Impact=インパクト・コンベンション・センター

ＬＣＩ本部ホテル：　シャングリラ・ホテル・バンコク
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(2007-2008 年度) 

第 3 回日本ライオンズ連絡事務所管理委員会会議要録 

◎ 日 時： 2008 年 2 月 7 日 (木 ) 13：30-16：00 

◎ 場 所： パレスホテル 2 階カトレア・ルーム（東京都） 

◎ 出席者： 〔人事・管理担当〕委員長 廣 瀬 恒 彦 （MD330） 

〔人事・管理担当〕委 員 井 澤 一 義 （MD334） 〔欠席〕 

〔財務・会計担当〕副委員長 田 崎 登 保 （ＭＤ337） 

〔財務・会計担当〕委 員 杉 山 正 夫 （ＭＤ332） 

〔渉外担当〕委 員 髙 田 一 男 （MD333） 

〔渉外担当〕委 員  竹 本 實 生 （MD335） 

〔長期計画担当〕委 員  桶 谷 賢 知 （MD331） 

〔長期計画担当〕委 員  永 井 義 夫 （MD336） 

 議長連絡会議世話人 古 郡 保 郎 （MD330） 

法律顧問 佐 久 間  保 夫 （ＭＤ330） 

会計顧問 坂 下 賢 三 （ＭＤ330） 

MD334 井澤委員は都合により欠席された。また、古郡議長世話人は会議前半のみ出席された。 

◎ 議 事： 

1. 事務所移転関連 

(1) ㈱パレスホテル・テナント業務室の担当者から、ビル退去に関する確認書の説

明あり。テナントの引越に係わる費用（移転先賃借室の内装工事（現状と同程度）を

含む）は、パレスホテルが負担し、退去後の原状回復費は請求されない。 

(2) パレスホテル斡旋の三菱地所リアルエステートサービス㈱の担当者から、新しい

物件の紹介あり。 

(3) 前回会議で提案された日本事務所（クラブ用品）、ライオン誌日本語版事務所と

の統合については、組織改編の一環ではなく、同一住所（同じビル）に移転を希望

するものである。廣瀬委員長から、前記 2 事務所を訪問して各事務所長と話した内

容が報告された。 

(4) 廣瀬委員長から、物件情報の現状について説明あり。 

①経済性、JR 東京駅からのアクセス、ライオンズのステータス維持などの厳しい条

件にかなった物件を探しているが、現状はかなり厳しい。 

②三菱地所エステートサービス 1 社だけではなく、MD330 内の不動産業の会員の
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協力により、東京駅周辺専門の仲介業者を使って物件探しを並行して行う。 

③不動産業者とは別にして、パレスホテルと同様に東京駅から地の利がある帝国

ホテル内の物件を、古郡議長連絡会議世話人名で東京クラブ会員である帝国ホ

テル役員に照会をしたところ、今年の 7 月以降に空室が出る旨の回答を得た。帝

国ホテル内の物件については、全員一致して賛同するが、今回提示された賃借

料が高額なため、同じ東京クラブ所属の坂下会計顧問から帝国ホテル役員に、

賃借料交渉の可能性を打診していただくことにした。 

④移転先決定は今年度末を目途にして、今年度管理委員会全体で努力する。 

(5) 各委員から、いろいろな意見が出された。おもなものは次のとおり。 

• 国内各地から上京した際に、わかりやすい場所であること 

• 連絡事務所の性格上、年間約 40 回もの会議が開催されるため、宿泊施設が至

近距離にあること 

• 物件は常に動いているので、短期間で集中的に下見を行い、比較検討した上

で決定する 

• 物件の下見は、廣瀬委員長、渉外担当の高田委員および竹本委員に任せる 

• 物件調査の経過を、8 議長、国際理事、国際理事会アポインティに報告する 

(5) ライオンズ記念碑の保管 

1969 年世界大会が東京で開催された際に、1952 年日本で最初のチャーターナイト

がホテルテート（現パレスホテル）で行われたことを記念した記念碑（石の台座に金属

プレートのはめ込み）をホテル前庭に無償で置かせてもらった。 

ホテル建替えにあたり、この記念碑の返還をパレス側から打診されている件につい

ては、東京クラブと相談した上で、保管場所を決めるものとする。 

2. 2007－2008 年度上半期会計報告 

(1) 会計監査委員に郵送済みの上半期会計報告（案）については、現在までに問

い合わせはなかったとの報告あり。会計報告の内容を精査し、財政状況を正確に表

示していることを確認した上で、各自署名、捺印を付した。 

(2) 2 月 8 日の会計監査には、廣瀬委員長、田崎副委員長、杉山委員、坂下会計

顧問、佐久間法律顧問に立ち会っていただく。 

3. 法律顧問との契約更新について 

廣瀬管理委員長と佐久間法律顧問が 12 月 10 日に話し合った結果、これまでと同じ

条件で契約を更新することに決まった。佐久間顧問から挨拶あり。了承。 

※会議後、法律顧問更新契約書を作成した。 
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4. 報告事項 

(1) MD334 の家族会員への複合地区会費割引（優待）請求についての照会： 

連絡事務所が複合地区および地区の代理として半期諸会費請求書発行事務を

行っているが、現行の会費請求用ソフトでは個別対応が出来ないため、事前に

承諾をいただいた上で、家族会員所属のクラブ宛請求書を MD334 へ戻したこと

が報告された。了承。なお該当クラブを除く請求書は、従来どおりの一括発送が

完了している。 

(2) 家族会員の連絡事務所費請求について： 

複合地区会則で「複合地区費および(あるいは)地区費の中から計 30 円が連絡

事務所費に充当される。」と規定されているため、正会員である家族会員にも同

額を請求させていただく方針であることが、廣瀬委員長から伝えられた。 

(3) 各種連絡会議に関する問い合わせと提案： 

330 複合地区ガバナー協議会運営委員会の太田
お お た

 中
ただし

委員長書簡（2007 年 11 月

30 日付）の内容について話し合った。 

①各種連絡会議が東京で開催される理由は、連絡会議規定で会議を連絡事務

所で原則開催することと複合地区会則で連絡事務所を東京に設置すると規定し

ていることからであることを確認した。 

②また、提案事項として、連絡会議旅費を 8 複合地区で均等負担しなくて済むよ

うな予算化が挙げられているので、会計顧問にその可能性を検討してもらう。 

(4) 本年度も各複合地区および各地区年次大会への内閣総理大臣祝辞を依頼し、

入手したことが報告された。国際会長および国際理事の祝辞が揃い次第、関係事

務局へ配付する。 

(5) 就業規則により、2008-2009 年度の職員昇給について検討しなければならない

が、下半期中に検討するものとした。 

5. 次回(第 4 回)会議 

2008 年 4 月 3 日（木） 13：30-15：30、日本ライオンズ連絡事務所で会議を行う。 

 

※会議終了後に、京橋・八重洲地域の物件を下見した。 
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地区 MJF人数 MJF献金 その他の献金 合計 地区 MJF人数 MJF献金 その他の献金 合計

331-A 227 27,132,400 11,563,944 38,696,344 42,399,450 91.3% 331-A 1,047 122,257,400 54,031,742 176,289,142 63,989 127,198,350 138.6%

331-B 63 7,311,597 20,111,682 27,423,279 44,230,860 62.0% 331-B 182 21,339,717 56,874,655 78,214,372 27,215 132,692,580 58.9%

331-C 57 6,581,000 7,771,999 14,352,999 30,872,340 46.5% 331-C 218 25,276,000 40,380,610 65,656,610 32,730 92,617,020 70.9%

MD331計 347 41,024,997 39,447,625 80,472,622 117,502,650 68.5% MD331計 1,447 168,873,117 151,287,007 320,160,124 41,933 352,507,950 90.8%

332-A 77 8,930,000 14,402,590 23,332,590 31,334,040 74.5% 332-A 280 33,422,000 43,327,404 76,749,404 37,696 94,002,120 81.6%

332-B 63 7,341,000 4,648,016 11,989,016 27,332,640 43.9% 332-B 385 44,751,000 40,930,473 85,681,473 48,244 81,997,920 104.5%

332-C 105 12,597,500 3,916,956 16,514,456 25,962,930 63.6% 332-C 285 33,286,500 24,549,180 57,835,680 34,283 77,888,790 74.3%

332-D 121 14,380,600 9,318,006 23,698,606 33,534,810 70.7% 332-D 491 56,710,900 34,598,906 91,309,806 41,905 100,604,430 90.8%

332-E 76 8,848,850 7,858,185 16,707,035 30,241,350 55.2% 332-E 306 34,855,500 45,064,176 79,919,676 40,672 90,724,050 88.1%

332-F 17 1,957,000 3,321,737 5,278,737 22,361,670 23.6% 332-F 193 22,582,000 12,831,843 35,413,843 24,373 67,085,010 52.8%

MD332計 459 54,054,950 43,465,490 97,520,440 170,767,440 57.1% MD332計 1,940 225,607,900 201,301,982 426,909,882 38,474 512,302,320 83.3%

V1合計 806 95,079,947 82,913,115 177,993,062 288,270,090 61.7% V1合計 3,387 394,481,017 352,588,989 747,070,006 39,884 864,810,270 86.4%

330-A 296 36,015,157 47,032,426 83,047,583 80,766,720 102.8% 330-A 798 97,924,157 126,885,207 224,809,364 42,837 242,300,160 92.8%

330-B 294 34,012,000 24,594,388 58,606,388 84,598,830 69.3% 330-B 982 112,701,700 76,204,468 188,906,168 34,365 253,796,490 74.4%

330-C 173 20,620,952 22,518,419 43,139,371 43,892,280 98.3% 330-C 612 71,508,298 65,848,526 137,356,824 48,162 131,676,840 104.3%

MD330計 763 90,648,109 94,145,233 184,793,342 209,257,830 88.3% MD330計 2,392 282,134,155 268,938,201 551,072,356 40,529 627,773,490 87.8%

333-A 98 11,555,088 21,905,371 33,460,459 45,754,470 73.1% 333-A 241 29,005,480 77,683,401 106,688,881 35,886 137,263,410 77.7%

333-B 105 12,081,000 6,925,732 19,006,732 21,068,910 90.2% 333-B 260 29,924,000 14,898,316 44,822,316 32,741 63,206,730 70.9%

333-C 240 27,599,525 20,107,168 47,706,693 54,142,020 88.1% 333-C 527 60,948,025 70,712,789 131,660,814 37,425 162,426,060 81.1%

333-D 115 13,230,000 7,341,167 20,571,167 31,857,300 64.6% 333-D 278 32,067,000 18,896,752 50,963,752 24,620 95,571,900 53.3%

333-E 202 23,291,600 11,352,165 34,643,765 43,492,140 79.7% 333-E 554 64,435,600 36,414,409 100,850,009 35,687 130,476,420 77.3%

MD333計 760 87,757,213 67,631,603 155,388,816 196,314,840 79.2% MD333計 1,860 216,380,105 218,605,667 434,985,772 34,101 588,944,520 73.9%

V2合計 1,523 178,405,322 161,776,836 340,182,158 405,572,670 83.9% V2合計 4,252 498,514,260 487,543,868 986,058,128 37,417 1,216,718,010 81.0%

334-A 1,205 130,737,300 18,573,904 149,311,204 89,785,260 166.3% 334-A 4,090 468,671,650 72,357,817 541,029,467 92,737 269,355,780 200.9%

334-B 155 16,925,787 28,666,410 45,592,197 61,513,830 74.1% 334-B 679 81,377,146 124,107,632 205,484,778 51,410 184,541,490 111.3%

334-C 122 13,879,200 17,192,000 31,071,200 53,464,860 58.1% 334-C 544 66,062,174 64,347,829 130,410,003 37,539 160,394,580 81.3%

334-D 133 15,739,000 18,269,449 34,008,449 66,346,290 51.3% 334-D 677 80,077,600 78,752,909 158,830,509 36,843 199,038,870 79.8%

334-E 134 16,614,000 10,253,630 26,867,630 34,889,130 77.0% 334-E 523 63,500,400 34,156,531 97,656,931 43,078 104,667,390 93.3%

MD334計 1,749 193,895,287 92,955,393 286,850,680 305,999,370 93.7% MD334計 6,513 759,688,970 373,722,718 1,133,411,688 57,004 917,998,110 123.5%

目標額（円）

日本ライオンズ連絡事務所

2007年7月－2008年1月（単年度）累計 単年度
目標額（円）

単年度
達成率

2008年2月22日

2005年7月－2008年1月累計

2005年度初　－　2008年1月分　CSFⅡ拠出金累計と地区別達成率

達成率
一人当り
拠出金額
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地区 MJF人数 MJF献金 その他の献金 合計 地区 MJF人数 MJF献金 その他の献金 合計

目標額（円）
2007年7月－2008年1月（単年度）累計 単年度

目標額（円）
単年度
達成率

2005年7月－2008年1月累計
達成率

一人当り
拠出金額

335-A 92 10,550,000 13,406,507 23,956,507 44,061,570 54.4% 335-A 327 37,981,000 69,783,856 107,764,856 37,641 132,184,710 81.5%

335-B 494 55,818,600 28,646,652 84,465,252 106,144,830 79.6% 335-B 1,906 220,057,400 132,552,135 352,609,535 51,125 318,434,490 110.7%

335-C 309 35,594,940 30,127,249 65,722,189 70,332,300 93.4% 335-C 959 110,827,560 139,103,320 249,930,880 54,690 210,996,900 118.5%

335-D 101 11,831,000 6,396,021 18,227,021 34,627,500 52.6% 335-D 291 33,876,000 31,504,531 65,380,531 29,058 103,882,500 62.9%

MD335計 996 113,794,540 78,576,429 192,370,969 255,166,200 75.4% MD335計 3,483 402,741,960 372,943,842 775,685,802 46,784 765,498,600 101.3%

V3合計 2,745 307,689,827 171,531,822 479,221,649 561,165,570 85.4% V3合計 9,996 1,162,430,930 746,666,560 1,909,097,490 52,357 1,683,496,710 113.4%

336-A 308 36,453,530 43,689,270 80,142,800 97,234,020 82.4% 336-A 993 115,631,530 123,153,748 238,785,278 37,794 291,702,060 81.9%

336-B 143 17,198,200 23,911,939 41,110,139 56,696,760 72.5% 336-B 459 56,290,884 103,013,173 159,304,057 43,242 170,090,280 93.7%

336-C 445 52,854,000 21,520,976 74,374,976 61,821,630 120.3% 336-C 1,117 130,098,200 60,012,522 190,110,722 47,327 185,464,890 102.5%

336-D 199 23,624,000 20,414,264 44,038,264 56,404,350 78.1% 336-D 448 52,512,000 80,451,330 132,963,330 36,279 169,213,050 78.6%

MD336計 1,095 130,129,730 109,536,449 239,666,179 272,156,760 88.1% MD336計 3,017 354,532,614 366,630,773 721,163,387 40,781 816,470,280 88.3%

337-A 343 39,678,000 32,446,400 72,124,400 75,703,410 95.3% 337-A 1,535 178,309,604 131,825,602 310,135,206 63,048 227,110,230 136.6%

337-B 132 15,442,000 8,387,621 23,829,621 43,369,020 54.9% 337-B 591 68,678,000 59,285,579 127,963,579 45,409 130,107,060 98.4%

337-C 134 15,631,560 14,604,750 30,236,310 50,032,890 60.4% 337-C 602 70,107,360 64,664,132 134,771,492 41,455 150,098,670 89.8%

33７-D 209 21,729,480 9,866,389 31,595,869 69,378,120 45.5% 33７-D 762 85,712,480 70,174,033 155,886,513 34,580 208,134,360 74.9%

MD337計 818 92,481,040 65,305,160 157,786,200 238,483,440 66.2% MD337計 3,490 402,807,444 325,949,346 728,756,790 47,029 715,450,320 101.9%

V4合計 1,913 222,610,770 174,841,609 397,452,379 510,640,200 77.8% V4合計 6,507 757,340,058 692,580,119 1,449,920,177 43,699 1,531,920,600 94.6%

合計 6,987 803,785,866 591,063,382 1,394,849,248 1,765,648,530 79.0% 合計 24,142 2,812,766,265 2,279,379,536 5,092,145,801 44,385 5,296,945,590 96.1%

過去分に変更あり、修正して報告。
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2008年2月22日

114 円）

地区 MJF人数 MJF献金 その他の献金 合計 地区 MJF人数 MJF献金 その他の献金 合計

330-A 20 2,324,000 2,849,513 5,173,513 330-A 296 36,015,157 47,032,426 83,047,583
CSFⅡ指定 20 2,324,000 2,849,513 5,173,513 CSFⅡ指定 296 36,015,157 47,032,426 83,047,583
330-B 20 2,394,000 1,495,224 3,889,224 330-B 294 34,012,000 24,594,388 58,606,388

CSFⅡ指定 20 2,394,000 1,495,224 3,889,224 CSFⅡ指定 294 34,012,000 24,594,388 58,606,388
330-C 2 228,000 911,855 1,139,855 330-C 173 20,620,952 22,518,419 43,139,371

CSFⅡ指定 2 228,000 911,855 1,139,855 CSFⅡ指定 173 20,620,952 22,518,419 43,139,371
MD330計 42 4,946,000 5,256,592 10,202,592 MD330計 763 90,648,109 94,145,233 184,793,342

（CSFⅡ指定） 42 4,946,000 5,256,592 10,202,592 (CSFⅡ指定) 763 90,648,109 94,145,233 184,793,342
331-A 11 1,299,600 1,181,118 2,480,718 331-A 227 27,132,400 11,563,944 38,696,344

CSFⅡ指定 11 1,299,600 1,181,118 2,480,718 CSFⅡ指定 227 27,132,400 11,563,944 38,696,344
331-B 3 342,000 852,150 1,194,150 331-B 63 7,311,597 20,111,682 27,423,279

CSFⅡ指定 3 342,000 852,150 1,194,150 CSFⅡ指定 63 7,311,597 20,111,682 27,423,279
331-C 2 228,000 1,928,586 2,156,586 331-C 57 6,581,000 7,771,999 14,352,999

CSFⅡ指定 2 228,000 1,928,586 2,156,586 CSFⅡ指定 57 6,581,000 7,771,999 14,352,999
MD331計 16 1,869,600 3,961,854 5,831,454 MD331計 347 41,024,997 39,447,625 80,472,622

（CSFⅡ指定） 16 1,869,600 3,961,854 5,831,454 (CSFⅡ指定) 347 41,024,997 39,447,625 80,472,622
332-A 7 798,000 1,801,646 2,599,646 332-A 77 8,930,000 14,402,590 23,332,590

CSFⅡ指定 7 798,000 1,801,646 2,599,646 CSFⅡ指定 77 8,930,000 14,402,590 23,332,590
332-B 0 0 0 0 332-B 63 7,341,000 4,648,016 11,989,016

CSFⅡ指定 0 0 0 0 CSFⅡ指定 63 7,341,000 4,648,016 11,989,016
332-C 3 342,000 242,120 584,120 332-C 105 12,597,500 3,916,956 16,514,456

CSFⅡ指定 3 342,000 242,120 584,120 CSFⅡ指定 105 12,597,500 3,916,956 16,514,456
332-D 7 798,000 1,661,330 2,459,330 332-D 121 14,380,600 9,318,006 23,698,606

CSFⅡ指定 7 798,000 1,661,330 2,459,330 CSFⅡ指定 121 14,380,600 9,318,006 23,698,606
332-E 2 148,200 0 148,200 332-E 76 8,848,850 7,858,185 16,707,035

CSFⅡ指定 2 148,200 0 148,200 CSFⅡ指定 76 8,848,850 7,858,185 16,707,035
332-F 1 114,000 439,400 553,400 332-F 17 1,957,000 3,321,737 5,278,737

CSFⅡ指定 1 114,000 439,400 553,400 CSFⅡ指定 17 1,957,000 3,321,737 5,278,737
MD332計 20 2,200,200 4,144,496 6,344,696 MD332計 459 54,054,950 43,465,490 97,520,440

（CSFⅡ指定） 20 2,200,200 4,144,496 6,344,696 (CSFⅡ指定) 459 54,054,950 43,465,490 97,520,440

2007-2008年度　1月分　　LCIF・CSFⅡ　拠出金一覧表 日本ライオンズ連絡事務所

2007年7月　－　2008年1月累計1月分　（ライオンズレート　１㌦　＝
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114 円）

地区 MJF人数 MJF献金 その他の献金 合計 地区 MJF人数 MJF献金 その他の献金 合計

2007年7月　－　2008年1月累計1月分　（ライオンズレート　１㌦　＝

333-A 12 1,368,000 3,350,843 4,718,843 333-A 98 11,555,088 21,905,371 33,460,459
CSFⅡ指定 12 1,368,000 3,350,843 4,718,843 CSFⅡ指定 98 11,555,088 21,905,371 33,460,459
333-B 5 570,000 1,358,655 1,928,655 333-B 105 12,081,000 6,925,732 19,006,732

CSFⅡ指定 5 570,000 1,358,655 1,928,655 CSFⅡ指定 105 12,081,000 6,925,732 19,006,732
333-C 30 3,420,000 1,872,870 5,292,870 333-C 240 27,599,525 20,107,168 47,706,693

CSFⅡ指定 30 3,420,000 1,872,870 5,292,870 CSFⅡ指定 240 27,599,525 20,107,168 47,706,693
333-D 12 1,368,000 2,913,684 4,281,684 333-D 115 13,230,000 7,341,167 20,571,167

CSFⅡ指定 12 1,368,000 2,913,684 4,281,684 CSFⅡ指定 115 13,230,000 7,341,167 20,571,167
333-E 7 843,600 1,960,560 2,804,160 333-E 202 23,291,600 11,352,165 34,643,765

CSFⅡ指定 7 843,600 1,960,560 2,804,160 CSFⅡ指定 202 23,291,600 11,352,165 34,643,765
MD333計 66 7,569,600 11,456,612 19,026,212 MD333計 760 87,757,213 67,631,603 155,388,816

（CSFⅡ指定） 66 7,569,600 11,456,612 19,026,212 (CSFⅡ指定) 760 87,757,213 67,631,603 155,388,816
334-A 146 16,644,000 1,978,700 18,622,700 334-A 1,205 130,737,300 18,573,904 149,311,204

CSFⅡ指定 146 16,644,000 1,978,700 18,622,700 CSFⅡ指定 1,205 130,737,300 18,573,904 149,311,204
334-B 0 0 4,715,724 4,715,724 334-B 155 16,925,787 28,666,410 45,592,197

CSFⅡ指定 0 0 4,715,724 4,715,724 CSFⅡ指定 155 16,925,787 28,666,410 45,592,197
334-C 23 2,565,000 5,071,383 7,636,383 334-C 122 13,879,200 17,192,000 31,071,200

CSFⅡ指定 23 2,565,000 5,071,383 7,636,383 CSFⅡ指定 122 13,879,200 17,192,000 31,071,200
334-D 16 1,824,000 7,299,265 9,123,265 334-D 133 15,739,000 18,269,449 34,008,449

CSFⅡ指定 16 1,824,000 7,299,265 9,123,265 CSFⅡ指定 133 15,739,000 18,269,449 34,008,449
334-E 5 513,000 187,000 700,000 334-E 134 16,614,000 10,253,630 26,867,630

CSFⅡ指定 5 513,000 187,000 700,000 CSFⅡ指定 134 16,614,000 10,253,630 26,867,630
MD334計 190 21,546,000 19,252,072 40,798,072 MD334計 1,749 193,895,287 92,955,393 286,850,680

（CSFⅡ指定） 190 21,546,000 19,252,072 40,798,072 (CSFⅡ指定) 1,749 193,895,287 92,955,393 286,850,680
335-A 4 456,000 1,322,856 1,778,856 335-A 92 10,550,000 13,406,507 23,956,507

CSFⅡ指定 4 456,000 1,322,856 1,778,856 CSFⅡ指定 92 10,550,000 13,406,507 23,956,507
335-B 76 8,870,600 4,963,692 13,834,292 335-B 494 55,818,600 28,646,652 84,465,252

CSFⅡ指定 76 8,870,600 4,963,692 13,834,292 CSFⅡ指定 494 55,818,600 28,646,652 84,465,252
335-C 17 1,938,000 864,120 2,802,120 335-C 309 35,594,940 30,127,249 65,722,189

CSFⅡ指定 17 1,938,000 864,120 2,802,120 CSFⅡ指定 309 35,594,940 30,127,249 65,722,189
335-D 3 342,000 1,366,360 1,708,360 335-D 101 11,831,000 6,396,021 18,227,021

CSFⅡ指定 3 342,000 1,366,360 1,708,360 CSFⅡ指定 101 11,831,000 6,396,021 18,227,021
MD335計 100 11,606,600 8,517,028 20,123,628 MD335計 996 113,794,540 78,576,429 192,370,969

（CSFⅡ指定） 100 11,606,600 8,517,028 20,123,628 (CSFⅡ指定) 996 113,794,540 78,576,429 192,370,969
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114 円）

地区 MJF人数 MJF献金 その他の献金 合計 地区 MJF人数 MJF献金 その他の献金 合計

2007年7月　－　2008年1月累計1月分　（ライオンズレート　１㌦　＝

336-A 12 1,361,910 11,680,795 13,042,705 336-A 308 36,453,530 43,689,270 80,142,800
CSFⅡ指定 12 1,361,910 11,680,795 13,042,705 CSFⅡ指定 308 36,453,530 43,689,270 80,142,800
336-B 2 228,000 164,160 392,160 336-B 143 17,198,200 23,911,939 41,110,139

CSFⅡ指定 2 228,000 164,160 392,160 CSFⅡ指定 143 17,198,200 23,911,939 41,110,139
336-C 22 2,508,000 1,333,280 3,841,280 336-C 445 52,854,000 21,520,976 74,374,976

CSFⅡ指定 22 2,508,000 1,333,280 3,841,280 CSFⅡ指定 445 52,854,000 21,520,976 74,374,976
336-D 8 912,000 4,468,006 5,380,006 336-D 199 23,624,000 20,414,264 44,038,264

CSFⅡ指定 8 912,000 4,468,006 5,380,006 CSFⅡ指定 199 23,624,000 20,414,264 44,038,264
MD336計 44 5,009,910 17,646,241 22,656,151 MD336計 1,095 130,129,730 109,536,449 239,666,179

（CSFⅡ指定） 44 5,009,910 17,646,241 22,656,151 (CSFⅡ指定) 1,095 130,129,730 109,536,449 239,666,179
337-A 37 4,198,000 3,831,734 8,029,734 337-A 343 39,678,000 32,446,400 72,124,400

CSFⅡ指定 37 4,198,000 3,831,734 8,029,734 CSFⅡ指定 343 39,678,000 32,446,400 72,124,400
337-B 23 2,622,000 611,496 3,233,496 337-B 132 15,442,000 8,387,621 23,829,621

CSFⅡ指定 23 2,622,000 611,496 3,233,496 CSFⅡ指定 132 15,442,000 8,387,621 23,829,621
337-C 13 1,425,000 2,526,945 3,951,945 337-C 134 15,631,560 14,604,750 30,236,310

CSFⅡ指定 13 1,425,000 2,526,945 3,951,945 CSFⅡ指定 134 15,631,560 14,604,750 30,236,310
337-D 14 1,596,000 2,104,440 3,700,440 33７-D 209 21,729,480 9,866,389 31,595,869

CSFⅡ指定 14 1,596,000 2,104,440 3,700,440 CSFⅡ指定 209 21,729,480 9,866,389 31,595,869
MD337計 87 9,841,000 9,074,615 18,915,615 MD337計 818 92,481,040 65,305,160 157,786,200

（CSFⅡ指定） 87 9,841,000 9,074,615 18,915,615 (CSFⅡ指定) 818 92,481,040 65,305,160 157,786,200

合計 565 64,588,910 79,309,510 143,898,420 合計 6,987 803,785,866 591,063,382 1,394,849,248
CSFⅡ指定 565 64,588,910 79,309,510 143,898,420 CSFⅡ指定 6,987 803,785,866 591,063,382 1,394,849,248

過去分に変更あり、修正して報告。
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CSFⅡ地区順位表 （2005年7月-2008年1月末） 2008/2/23

献金総額 一人当たり 順位 人数 % 順位 数 % 順位
330-A 224,809,364 42,837 13 798 15.2 22 49 24.0 22
330-B 188,906,168 34,365 26 982 17.9 15 54 28.1 18
330-C 137,356,824 48,162 8 612 21.5 9 24 22.9 23
MD330 551,072,356 40,529 6 2,392 17.6 5 127 25.3 6

331-A 176,289,142 63,989 2 1,047 38.0 2 45 57.0 8
331-B 78,214,372 27,214 32 182 6.3 34 13 13.7 29
331-C 65,656,610 32,730 29 218 10.9 32 7 11.5 31
MD331 320,160,124 41,933 4 1,447 19.0 4 65 27.7 5

332-A 76,749,404 37,696 18 280 13.8 24 11 16.2 26
332-B 85,681,473 48,244 7 385 21.7 8 5 8.9 32
332-C 57,835,680 34,283 27 285 16.9 17 16 19.3 25
332-D 91,309,806 41,904 14 491 22.5 7 9 11.7 30
332-E 79,919,676 40,672 16 306 15.6 21 14 24.6 21
332-F 35,413,843 24,373 34 193 13.3 26 3 5.6 33
MD332 426,909,882 38,474 7 1,940 17.5 6 58 14.7 8

333-A 106,688,881 35,886 23 241 8.1 33 11 13.8 28
333-B 44,822,316 32,741 28 260 19.0 13 9 16.1 27
333-C 131,660,814 32,709 30 527 15.0 23 34 26.0 20
333-D 50,963,752 24,620 33 278 13.4 25 3 5.4 34
333-E 100,850,009 35,686 24 554 19.6 12 16 20.0 24
MD333 434,985,772 34,100 8 1,860 14.6 8 73 18.1 7

334-A 541,029,467 92,737 1 4,090 70.1 1 85 72.0 6
334-B 205,484,778 51,410 5 679 17.0 16 79 90.8 3
334-C 130,410,003 37,539 20 544 12.2 28 68 81.0 4
334-D 158,830,509 36,843 21 677 15.7 19 30 30.0 16
334-E 97,656,931 43,078 12 523 23.1 6 27 50.9 9
MD334 1,133,411,688 57,004 1 6,513 32.8 1 289 65.4 2

335-A 107,764,856 37,641 19 327 11.4 31 39 36.8 12
335-B 352,609,535 51,125 6 1,906 27.6 5 148 72.6 5
335-C 249,930,880 54,689 4 959 21.0 10 121 98.4 1
335-D 65,380,531 29,058 31 291 12.9 27 47 68.1 7
MD335 775,685,802 46,784 3 3,483 21.0 3 355 70.7 1

336-A 238,785,278 37,794 17 993 15.7 19 50 32.3 14
336-B 159,304,057 43,242 11 459 11.9 30 46 45.5 10
336-C 190,110,722 47,327 9 1,117 27.8 4 30 28.3 17
336-D 132,963,330 36,279 22 448 12.2 28 35 32.1 15
MD336 721,163,387 40,781 5 3,017 17.1 7 161 34.2 4

337-A 310,135,206 63,048 3 1,535 31.2 3 112 93.3 2
337-B 127,963,579 45,409 10 591 21.0 11 23 26.1 19
337-C 134,771,492 41,455 15 602 18.5 14 35 41.2 11
337-D 155,886,513 34,580 25 762 16.9 17 49 34.3 13
MD337 728,756,790 47,029 2 3,490 22.5 2 219 50.2 3

計 5,092,145,801 44,385 24,142 21.0 1,347 39.8

2005年7月～2008年1月献金額
2005年7月～2008年1月
MJF

2005年7月～2008年1月モデ
ルクラブ
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